
令和２年 9 月  3 日 体育祭

伊 万 里 商 業 高 等 学 校

伊 万 里 実 業 高 等 学 校

共
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共
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・
共
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・
至
誠
・
礼
節

伊商伊実

万
里
商
業
高
等
学
校

は
西
暦
１
９
０
０
年

（
明
治
33
年
）
４
月
に
「
組
合

立
伊
万
里
商
業
補
習
学
校
」

と
し
て
開
校
さ
れ
、
１
９
０

２
年
（
明
治
35
年
）
に
「
組

合
立
伊
万
里
商
業
学
校
」、
１

９
２
１
年（
大
正
10
年
）に「
佐

賀
県
立
伊
万
里
商
業
学
校
」

と
改
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
幾
度
か
の
改
編

を
繰
り
返
し
て
、現
在
の
「
佐

賀
県
立
伊
万
里
商
業
高
等
学

校
」
に
至
っ
て
い
ま
す
。
佐

賀
県
内
で
は
も
っ
と
も
古
く

伝
統
あ
る
商
業
高
校
が
皆
さ

ん
の
学
舎
で
あ
る
伊
万
里
商

業
高
等
学
校
な
の
で
す
。

　

１
２
０
年
前
の
１
９
０
０

年
（
明
治
33
年
）
と
い
う
時

代
は
ど
の
よ
う
な
時
代
で

あ
っ
た
の
か
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。
１
９
０
０
年
頃
と

い
う
の
は
明
治
時
代
の
中
頃

で
あ
り
、
日
本
が
農
業
中
心

の
国
か
ら
工
業
中
心
の
国
に

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
時
代

で
す
。
自
動
車
は
ま
だ
実
験

段
階
で
、
道
に
は
人
力
車
が

行
き
交
っ
て
い
ま
し
た
。
日

本
で
初
め
て
公
衆
電
話
が
上

野
・
新
橋
両
駅
に
設
置
さ
れ

た
の
も
こ
の
年
で
す
。
家
の

中
は
と
い
う
と
、
電
気
や
ガ

ス
、
水
道
な
ど
が
家
庭
に
は

届
い
て
お
ら
ず
、
水
は
井
戸

か
ら
く
み
、
食
事
は
ま
き
や

炭
を
燃
や
し
て
作
り
、
油
を

使
っ
た
「
あ
ん
ど
ん
」
な
ど

で
明
か
り
を
灯
し
て
い
ま
し

た
。
今
で
は
普
通
に
あ
る
冷

蔵
庫
や
洗
濯
機
、
テ
レ
ビ
な

ど
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
当
時
は
今
で
は
見

か
け
な
い
仕
事
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
郵
便
で
は
棒

の
付
い
た
箱
に
手
紙
を
入
れ

て
、
日
本
全
国
ど
こ
へ
で
も

走
っ
て
届
け
て
い
た
「
飛
脚

（
ひ
き
ゃ
く
）」
が
「
脚
夫
」

（
き
ゃ
く
ふ
）
と
呼
ば
れ
る
郵

便
配
達
員
に
名
を
変
え
て
活

躍
し
、
釡
や
鍋
以
外
の
台
所

道
具
な
ど
は
、
竹
細
工
の
職

人
が
竹
や
木
を
使
っ
て
作
っ

て
お
り
、
こ
れ
を
売
っ
て
歩

く
人
、
修
理
を
す
る
専
門
家

が
多
く
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
当
時
は
土
曜
日
と

日
曜
日
を
休
む
と
い
う
習
慣

は
な
く
、
仕
事
を
休
む
の
は

月
に
２
回
だ
け
と
い
う
の
が

普
通
だ
っ
た
時
代
の
よ
う
で

す
。

　

歴
史
的
な
事
象
を
見
て
み

る
と
、こ
の
年（
１
９
０
０
年
）

の
２
月
に
田
中
正
造
が
、
足

尾
鉱
毒
問
題
解
決
の
た
め
に

憲
政
本
党
を
離
党
し
、
同
年

３
月
治
安
警
察
法
公
布
、
同

年
４
月
パ
リ
万
国
博
覧
会
が

開
幕
、同
月
義
和
団
の
乱
（
西

太
后
の
支
援
に
よ
り
義
和
団

が
北
京
に
入
城
し
列
国
の
公

使
館
を
攻
撃
）
が
起
き
て
い

ま
す
。
幕
末
期
か
ら
活
躍
し

て
い
る
伊
藤
博
文
や
福
澤
諭

吉
た
ち
も
ま
だ
活
躍
し
て
い

る
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
そ
の
後
の
歴
史
に
つ

い
て
少
し
触
れ
て
お
く
と
、

ラ
イ
ト
兄
弟
が
有
人
動
力
飛

行
に
成
功
（
１
９
０
３
年
）、

日
露
戦
争
（
１
９
０
４
〜
１

９
０
５
年
）、
伊
藤
博
文
暗
殺

事
件
（
１
９
０
９
年
）、
豪
華

客
船
「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
」

沈
没
（
１
９
１
２
年
）、
第
１

次
世
界
大
戦
（
１
９
１
４
〜

１
９
１
８
年
）、
関
東
大
震
災

（
１
９
２
３
年)

、
第
２
次
世

界
大
戦
が
勃
発
（
１
９
３
９

年
）
と
い
う
歴
史
的
な
事
件

は
歴
史
の
教
科
書
で
学
ん
だ

こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。

　

こ
の
１
２
０
年
間
と
い
う

時
代
の
流
れ
の
中
で
文
明
は

伊

生徒会主任
馬場大一郎

高
度
に
発
達
し
、
便
利
で
快

適
な
生
活
を
人
々
に
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
個
人
が
所
有
し
、
通
話

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
で
必
要
な
情
報
は
何
で
も

簡
単
に
入
手
で
き
る
。
鉄
道

や
航
空
機
の
発
達
に
よ
り
、

国
内
は
も
と
よ
り
地
球
の
裏

側
ま
で
も
短
時
間
で
安
全
に

移
動
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

近
年
の
科
学
技
術
の
発
展
は

め
ま
ぐ
る
し
く
、日
本
に
至
っ

て
は
戦
後
復
興
よ
り
こ
れ
ま

で
の
間
、
人
々
は
安
全
で
健

康
的
な
生
活
を
保
障
さ
れ
る

時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
で
あ
っ

て
も
、
地
球
規
模
の
環
境
破

壊
や
温
暖
化
に
よ
っ
て
、
未

曾
有
の
大
雨
や
洪
水
、
台
風
、

地
震
や
津
波
等
の
天
変
地
異

は
人
類
の
英
知
を
結
集
し
た

科
学
技
術
を
駆
使
し
て
も
ど

う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
状

況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

医
学
の
進
歩
が
高
度
に
進
ん

だ
現
代
に
お
い
て
も
、
新
型

コ
ロ
ナ
に
よ
る
世
界
規
模
で

の
感
染
拡
大
は
ま
だ
収
束
し

そ
う
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
本
年
度

の
４
月
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
防
止
の
た
め
に
、
開
催
で

き
な
い
学
校
行
事
も
多
く
、

最
後
の
「
伊
商
祭
」
も
文
化

祭
の
実
施
を
見
送
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。た
だ
、今
現
在
、

「
体
育
祭
だ
け
は
何
と
し
て
で

も
実
施
し
た
い
」
と
い
う
一

念
で
着
々
と
準
備
や
練
習
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
２
０
年
に
も
及
ぶ
伊
万

里
商
業
高
等
学
校
の
歴
史
が

終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
今
、

最
後
の
体
育
祭
に
向
け
て
、

現
伊
万
里
商
業
３
年
生
は
最

後
の
学
年
と
し
て
、
伊
万
里

実
業
１
・
２
年
生
は
伊
万
里

商
業
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
生

徒
と
し
て
、
こ
の
歴
史
的
、

記
念
す
べ
き
瞬
間
に
立
ち
会

う
わ
け
で
す
。

　
「
で
き
な
い
こ
と
」
を
嘆
く

よ
り
、「
で
き
る
こ
と
」
の
喜

び
を
感
じ
つ
つ
、「
全
校
生
徒

が
心
を
ひ
と
つ
」
に
し
て
１

２
０
年
間
の
集
大
成
と
し
て
、

最
後
の
歴
史
に
相
応
し
い
感

動
的
な
想
い
出
に
残
る
「
伊

商
祭
」
へ
と
生
徒
一
人
一
人

が
創
り
上
げ
て
く
れ
る
こ
と

を
大
い
に
期
待
し
ま
す
。

９月５日

「 

一
二
〇
年
の
歴
史
を
振
り
返
る 

」

鳳 凰 紫 龍白 虎
３年１組　金子昇樹

　今年は歴史ある伊万里商業高校最後

の伊商祭です。高校生活を振り返った

時に「あの時の伊商祭は良かった」と

みんなが思えるように全員団結して盛

り上がりましょう。下級生のお手本と

なれるように気を引き締めて臨みます。

団員全員で力を合わせて、楽しく勝ち

にこだわって最後まで悔いの残らない

ように頑張りましょう。

３年２組　川口 澪

　今年は伝統ある伊万里商業高校最後

の伊商祭です。伝統をしっかりと受け

継ぎ、卒業された先輩方の期待に応え

られるよう、また、このような状況で

伊商祭を開催できることに感謝し、全

力で頑張ります。内容の変更などこれ

までと同じようにはいきませんが、一

致団結し分団全員で素晴らしい体育祭

にできるように頑張り、最後の伊商祭

にふさわしいものを作り上げていきた

いと思います。

３年 3組　松尾俊佑

　私たち紫龍団は元気に明るく楽しい

をモットーに活動していきたい と思い

ます。3年生が下級生を引っ張り手本と

なれるように努力し、世の中がコロナ

禍にあり大変な状況下であっても、最

後の伊商祭を盛り上げていきたいと思

います。団長として周りをよく見て、

分団全体をリードできる頼れる存在で

ありたいと思います。




